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第17回日本産業標準調査会基本政策部会について①
⚫ 令和7年5月29日に第17回日本産業標準調査会基本政策部会を開催され、「日本型標準加速化モデル」の実現

に向けた取組状況や、今後の基準認証政策の方向性について議論が行われた。

⚫ 本検討会に関して、「STANDirectoryの状況」「学会連携に向けた働きかけ」「アカデミア人材の標準化活動
の評価に向けた検討」「標準化教育プログラムの実施」について報告を行った。
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第17回日本産業標準調査会基本政策部会について②

⚫ 基本政策部会において、様々な議論が交わされたが、本検討会に関する主な発言は以下のとおり。

➢ 国際標準が発行されるまでに数年かかるため、産総研では標準化に関わる業績評価においてステージごとに評価入力できる
ようになった。アカデミアでも参考にしていただきたい。

➢ ８割の学会の人数が減少傾向にあり、学会単体で標準化を担うことが難しくなってきており、また標準そのものが分野連携の
トピックが増え、1つの学術分野ではカバーが困難。横幹連合を活用できるとよいのではないか。

➢ 特定分野においても産官学連携が必要。産官学と伴走組織が協力することでステークホルダーが参入しやすい土壌となる。

➢ 学術論文をJISの参考文献として掲載可能であることが明示されたが、これが評価されることが非常に重要。JIS、ISO等に引
用された件数で表彰されると、若い研究者も表彰されるようになるのではないか。

➢ 社会科学専攻の学生向けに開講した経済産業省の特別講義は参加率が高く、非常に熱心な学生が多かった。社会科学
においても、インクルーシビティーやバルネラビリティーといった新しい価値観・概念があるため、社会科学分野のアカデミアも巻き
込んでいただきたい。

➢ 科学が非常に複雑になっている今、アカデミアが標準化活動を継続的に支援することが重要。アカデミアが研究し翻訳し、制
度設計を行う人々にわかりやすく伝えなければ、本当の標準化や戦略につながらない。
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第40回日本産業標準調査会総会について

⚫ 令和7年6月16日開催の総会では、基本政策部会での議論をふまえ、本検討会に関する以下の発言があった。

➢ 大学と企業が連携する研究クラスターにおいて、大学側も、市場作りやオープン＆クローズ戦略策定に関与すべき。そういった
連携を行う人材を確保するとともにキャリアパスを作って行くことが重要。

➢ STANDirectoryについて、登録されている人材を企業や業界団体がどのように活用することができるのかイメージしにくいとい
う声があった。具体的な事例の共有や、企業や業界団体が活用するきっかけとなる働きかけを検討していただきたい。

➢ 最近の若手の大学研究者の業績・研究評価はジャーナル論文が中心となっており、特にその引用が評価される。今回、アカ
デミアの人材の標準化活動が学術的に評価されるための仕組み作りが必要と明記されたため、これを進めていくことに期待。

➢ 若手のアカデミア標準化人材を整備するため、比較的小さな標準モデルを構築しているTCに若手のエキスパートとしてアカデミ
アを送り、学習する機会を提供するような枠組を検討いただきたい。
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